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定 期 監 査 の 結 果 に つ い て 

 

 

地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第１項及び第４項の規定に基づき、令

和６年度における事務の執行に係る定期監査を実施したので、同条第９項の規定に

より、監査の結果に関する報告を提出します。 

本監査の結果に基づき、又は本監査の結果を参考として措置を講じたときは、同

条第14項の規定により、当該措置の内容を通知してください。 

なお、今回の監査に際し、桜井ただし前監査委員は令和７年５月22日まで関与し、

永田壮一監査委員は同年５月23日から関与しました。 

 

（写） 
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第１ 監査の方針 

(1) 定期監査は、地方自治法第199条第１項及び第４項の規定並びに千代田区監

査基準に基づき、区の財務に関する事務の執行が法令に適合し、正確で、経

済的、効率的かつ効果的に行われているかを主眼として実施しました。 

(2) 千代田区監査基準実施細目（以下「実施細目」という。）第３条第３項の

規定による工事監査を併せて実施しました。 

(3) 地方自治法第199条第２項の規定による行政監査及び同条第７項の規定によ

る財政援助団体等監査の趣旨も踏まえて実施しました。 

 

 

第２ 監査の対象 

１  対象事項 

令和６年度における、財務に関する事務の執行全般を主な対象としました。 

また、工事監査については、契約金額1,000万円以上の工事のうちから監査委

員の合議により決定した「道路改修工事『神田金物通り（神田駅ガード下）』

（第８号）」を対象としました。なお、当該工事は令和６年度中（令和７年３

月末）の竣工を予定していたところ、工事監査実施期間中に工期を令和７年度

に延長する必要が生じたため、委員監査（令和７年３月27日実施）までにおけ

る工事の執行を対象としました。 

２ 対象部課等及び実施日 

「第９ 監査の実施状況」のとおりです。 

 

 

第３ 監査の期間 

(1) 令和６年９月26日 ～ 令和７年３月27日（令和６年度後期及び工事監査） 

(2) 令和７年４月１日 ～ 令和７年８月26日（令和７年度前期） 

 

 

第４ 監査の観点 

１ 監査の項目及び着眼点 

次の項目ごとに、それぞれに定める内容を主眼として実施しました。 

(1) 予算の執行 

予算の目的に沿って計画的かつ効率的、効果的に執行しているか。 
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(2) 収入事務 

調定及び収納処理並びに収入未済額繰越、不納欠損処分は適正に行われてい 

るか。 

(3) 支出事務 

違法、不当な支出又は不経済な支出はないか。 

(4) 契約事務 

契約の手続及び履行確認は適正に行われているか。 

(5) 現金・金券類の出納保管事務 

現金・金券類の管理は適正に行われているか。 

(6) 財産管理事務 

公有財産、物品、債権等の管理は適正に行われているか。 

(7) 事務の執行（※行政監査的視点による） 

事務の執行は、法令等に従い、適正に行われているか。 

(8) 工事の執行（※工事監査を対象） 

工事の設計、施工等は適正に行われているか。 

２ 重点事項及び着眼点 

上記１の監査の項目に関する事項のうち、特にリスクが高いと評価した次の

事項を重点事項として、それぞれに定める内容を主眼として実施しました。 

(1) 歳入の調定について 

調定の内容（年度、科目、金額、納入者、納期限等）や時期は適正か。 

(2) 補助金の交付額について 

補助金の交付額の算定は適正か。 

 

 

第５ 監査の方法 

実施細目並びに令和６年度及び令和７年度の千代田区監査計画に基づき、予

備調査及び委員監査に区分して、第９の日程により監査対象部課等ごとに監査

を実施しました。 

１ 予備調査 

事務局職員は監査委員の命を受け、監査対象部課等から監査に必要な資料の

提出を求め、調査及び事情聴取を行い、その結果を監査委員に報告しました。 

なお、工事監査については、専門性の観点から、適切な技術を有する法人に

調査を委託し、その報告を予備調査の一環としました。 
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２ 委員監査 

業務の内容や予備調査の結果（指摘事項、注意事項及び検討事項）、予算執

行の状況などについて、各課長等から説明を求めました。 

また、工事監査は、工事の概要及び予備調査の結果について、関係各課長等

から説明を求めました。 

 

 

第６ 監査の結果 

監査の結果、令和６年度における事務の執行は全体としておおむね適正であ

ると認められた一方、「第７ 指摘事項」で後述するように、一部の事務に是

正又は改善が必要である事例がありました。また、今回の報告書では、指摘事

項には該当しない軽微な誤りや今後も継続して注意すべき事例について、「第

８ 主な注意事項」として取りまとめました。各課において業務改善の取組に役

立ててください。 

今回の定期監査の結果などを総括して、特に留意すべき事項について、以下

に述べます。 

 

１ 内部統制について 

   今回の監査でも昨年と同様の事由による指摘事項が認められ、特に重点事項

である歳入の調定については、調定時期や会計管理者への通知などで誤った事

務処理が依然として見受けられ、該当課の大半は根拠規定などについての担当

者の認識不足が原因としています。さらに、上司も誤りを見過ごしてしまうな

ど組織としてのチェック体制が機能せず、同様の事務処理が繰り返される結果

になっています。 

また、補助金については、区民から納付された貴重な税金などを原資として

交付するものであることから、その支出には適正な事務処理が求められます。

しかし、新たに実施された補助金交付事業では、要綱での手続と実務上での手

続で齟齬が生じている事例が見受けられました。 

これら監査の指摘事項等への対応として政策経営部長が全庁での実施を求め

ている「定期監査における指摘事項チェックリスト」による各課での自己点検

の内容を確認したところ、その事項が問題なし又は該当なしとしてチェックし

ていたにもかかわらず誤りがあり、その後の事務処理でも同様の誤りに気付か

ず処理されたものが 11課 18項目で確認されました。本来、内部統制は組織自ら

が全体の業務を洗い出し、リスクがどこにあるのか継続的に確認していく取組

であり、その前段である監査での指摘をもとに作られた「チェックリスト」に
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よる自己点検の重要性が十分浸透していないことは、組織運営上の大きな課題

であると考えます。 

また、今回の監査では昨年４月に全面稼働した総合行政システムなどにおけ

る誤操作によるミスも見受けられました。システムのリプレース時には新シス

テムでの操作や処理が旧システムと変わることで業務の流れにも少なからず変

化が生じ、ケアレスミスが起因して大きな問題につながりかねないなど特にリ

スクが高まります。 

今後は通常の業務はもとより、業務に変化が生じた場合のリスクについても

的確に認識し、より効果的に、かつ、継続的にリスクを抑え込む方策を検討す

るなど、内部統制のより一層の取組強化に努めてください。そして、組織の要

である管理職は業務管理や組織運営にマネジメント力を発揮するとともに、職

員一人ひとりの改善意識の醸成に努めてください。 

なお、各制度所管課においても、監査での指摘事項等の対応としてマニュア

ルの見直し等を行い、職員の周知に努めていることは認められますが、各制度

で誤った事例が発生していることを認識し、誤りの起きやすい事務処理につい

ては、発生原因を分析し、必要に応じ処理方法の見直しなどにも取り組んでく

ださい。 

 

２ 人材育成について  

   現在、区は正規職員の他に会計年度任用職員、派遣労働者の配置など雇用形

態の異なる職員等による多様な人材で構成される職場体制となっています。               

このような中で、今回の監査では新規採用職員を含む若手職員や派遣労働者

において誤った事務処理が散見されました。 

その原因として、各種研修や前任者との引継ぎなどが行われているものの、

若手職員は実務経験が浅いことから、事務の基本的な手順手続に関する根拠の

理解が不十分なうえに、システムによる事務処理手順の一部が従前からの区の

運用ルールと異なること、業務繁忙等により増加する派遣労働者への支援・助

言が十分に行えないことなどが考えられます。 

令和５年３月に策定した「千代田区人材育成基本方針」では新規採用職員の

育成が急務であり、育成のための支援として、OJT（職場内研修）、自己啓発な

どを掲げています。特に OJT では職員一人ひとりに応じた個別指導が可能であ

り、指導する職員も学びや気づきが多くあり、成長につながるとのことです。 

しかし、新規採用職員を育成指導する立場の先輩職員（主任）や上長の一部

に事務処理に対する知識や理解が不十分である傾向が見受けられます。改めて、

各制度事務における法令や規則、マニュアル等を確認するなど、指導に必要な

知識の習得に努めてください。また、派遣労働者に対しても、業務支援にとど
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まらず正規職員と協働する立場を明確にして、正規職員と同様の実務研修や講

習参加の機会を確保できるよう職場環境の整備に努めてください。 

次に、業務の効率化や民間の専門性の活用などを目的としたコンサルティン

グ業務委託が多く見受けられました。コンサルタントへの業務委託はその専門

性やノウハウを活用した業務の効率化など多くのメリットがありますが、一方

で人材育成の観点からは、新たな課題に向き合うことで職員として経験を積み

重ね、成長する機会が減少する懸念もあります。 

ベテラン職員の培った経験や知識を若手職員に継承することや新たな業務経

験により若手職員の事務処理能力の向上を図るなど人材育成の観点から、事業

実施時には業務内容を精査し、慎重に事業手法を決定するように努めてくださ

い。 

  最後に、職員の現況として、採用年数が 10 年未満の正規職員が半数を超える    

なか、主任級の中堅職員の離職が増加傾向にあります。次世代の区政を担う職

員の離職には将来の区政運営に対しても大きな影響を与えます。人材流動化の

傾向が今後も続くと予想される中、中堅職員の動向に目配りすると同時に、若

手職員に対する対応も急務であります。若手職員が職務に対し直面する課題は

多岐にわたることから、これらの課題克服のために誰にでも悩みなどを相談で

きる風通しの良い職場環境づくりが不可欠です。組織変革の成果を人材の定着

につなげ、区民に信頼される区政運営を進めてください。 
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第７ 指摘事項 

１ 予算の執行について 

是正又は改善が必要である事例は特段認められなかった。 

 

２ 収入事務について 

(1) 調定に関するもの 

ア  地方自治法第208条では、普通地方公共団体の会計年度は、毎年４月１日

に始まり、翌年３月31日に終わるものとしており、当該年度の収入とする

ためには年度内（３月31日まで）に歳入徴収者が調定しなければならない

ところ、交付決定がなされた補助金などの歳入に係る調定を令和７年３月

31日までに行っていなかった。 

〔子ども総務課、神保町出張所、生涯学習・スポーツ課〕 

イ 会計事務規則第20条第１項では、歳入の調定をしたときは、収支命令者

は財務会計システムにより直ちに会計管理者に通知しなければならないと

しているところ、補助金などの歳入に係る調定を行ったが会計管理者に通

知していなかった。 

〔健康推進課、商工観光課〕 

(2) 徴収事務に関するもの 

「広報千代田」への広告掲載に係る掲載料の徴収事務において掲載申込者

を納入義務者として調定し、納入通知書を発行した。その後、掲載申込者か

ら納入義務者の変更依頼を受けた際、調定した納入義務者名を更正し、新た

に納入通知書を発行すべきところ、調定を更正しないまま、変更後の納入義

務者あてに納付書を発行していた。 

〔広報広聴課〕 

 

３ 支出事務について 

(1) 補助金の交付に関するもの 

「動物の保護シェルター運営経費補助金交付要綱」では、算出した補助金

額に1,000円未満の端数があるときは、これを切り捨てる旨定めているところ、

端数を含めた金額で当該補助金の交付を決定していた。 

〔地域保健課〕 

４ 契約事務について 

(1) 仕様書に関するもの 

「和泉橋出張所廃棄物収集運搬・処分業務」において、仕様書で産業廃棄
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物収集運搬処分許可業者であることを要件とすべきところを、一般廃棄物処

理業許可業者であることを要件と定めていた。前回の監査でも同様の事例が

あり注意事項としていたが、改善されていなかった。 

〔和泉橋出張所〕 

(2) 契約の手続に関するもの 

業務委託契約で契約期間外の日に業務の履行や書類の作成がされていた。 

〔環境政策課、住宅課〕 

 

５ 現金・金券類の出納保管事務について 

(1) 帳簿類の管理に関するもの 

ア 資金前渡を受けた交際費に係る現金出納簿において、残額合計は正しい

が、内訳である現金及び預金に誤記があり、実際の現金残額や預金通帳の

残高と相違していた。 

〔いずみこども園〕 

イ タクシー使用時に旅行命令簿を作成していなかった。 

〔生活支援課〕 

ウ 金銭出納員がつり銭を留め置いていたが、必要な起案や現金出納簿への

処理がされていなかった。 

〔和泉橋出張所〕 

(2) 前渡金の管理に関するもの 

会計事務規則第78条では、資金前渡受者は受けた現金を金融機関に預金し

なければならず（第１項）、例外として直ちに支払を要する場合又は２万円

以内の現金の保管を認め、これを超える現金を保管する場合は会計管理者と

の協議を要する（第２項）としているところ、７月から９月までの各月に資

金前渡により受領した教材費（３万円）を、会計管理者との協議を行うこと

なく金庫で保管していた。 

〔お茶の水幼稚園〕 

 

(3) 金券（PASMO）の管理に関するもの 

ア 交通系 IC カードである PASMO カードは、人事課が作成した「PASMO カー

ド運用の手引き」で定める運用方針において、近接地内の日帰り旅行に限

り使用することができるとしているところ、近接地外旅行で使用していた。 

〔高齢介護課〕 
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イ PASMO カードに係る物品受払簿に記載された残額が旅行命令簿に記載され

た残額と一致していないものが複数確認された。昨年度の監査でも同様の

事例があり注意事項としていたが、改善されていなかった。 

                           〔契約課〕 

 

６ 財産管理事務について 

是正又は改善が必要である事例は特段認められなかった。 

 

７ 事務の執行について 

(1) 起案文書の変更に関するもの 

文書管理規程第25条第２項では、決裁を得た起案文書は、誤字や脱字の訂

正など内容に影響を及ぼさない範囲の軽易な事項の訂正等を除き変更を加え

てはならないとしているところ、支出予定金額など軽易な事項には該当しな

い事項を決裁後に変更していた。 

〔学務課〕 

(2) 文書保存年限に関するもの 

文書管理規程別表では、物件の買入れ等に関するもののうち、動産の買入

れ等に関するものの保存年限の基準を５年と定めているところ、購入契約に

伴い契約の相手方から受領した請書兼請求書を紛失していた。 

〔総務課〕 

 

８ 工事の執行について 

是正又は改善が必要である事例は特段認められなかった。 
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第８ 主な注意事項 

 

１ 収入事務について 

(1) 金銭出納員が収納金を払い込む際、納付書を使用すべきところ納入通知書を  

使用していた。 

(2) 歳入の調定及び会計管理者への通知を適切な時期に行っていなかった。 

(3) 歳入の納期限を特段の理由なく調定の日から 20 日を超えた日としていた。 

 

２ 支出事務について 

(1) 事業負担金の確定を支出証明する領収書の確認や帳簿の閲覧などせずに行っ 

ていた。 

 

３ 契約事務について 

(1) 仕様書の記載内容が不適当、不明確だった。 

(2) 検査員以外の職員が履行検査完了後の所属長への復命を処理していた。 

(3) 見積書と契約書とで、記載された代表者名が異なっていた。 

(4) 仕様書や個人情報保護に関する特記仕様書において、廃止された区個人情報 

保護条例を根拠規定として記載していた。 

 

４ 現金・金券類の出納保管事務について 

(1) 前渡金の精算を行っていなかった。 

(2) 会計管理者へ合議することなく２万円を超える額のつり銭を留め置いていた。 

(3) 公務以外の旅行や駅入場券購入で PASMOカードを使用していた。 

(4) 有効期限切れのタクシーチケットを保管していた。 

 

５ 財産管理事務について 

(1) 物品台帳上「供用中」とあるが、所在不明や廃棄処分していた備品があった。 

 

６ 事務の執行（文書事務）について 

(1) 処務規程上部長が決裁者となる予定金額が記載された事業実施原議を課長が 

決裁していた。 

(2) 件名と本文の内容の相違、不要な事項の記載、誤字脱字など、起案文書に関 

する誤りが多数認められた。 

(3) 起案文書の軽微な誤りを決裁後に訂正していたが、所属長への閲覧に供すべ 

きところ、これをしていなかった。 
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第９ 監査の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策担当課長

6月 26日 5月 12日 ～ 5月 16日

麹町保育園
令和
６年

12月 5日
令和
６年

10月

6月 26日 5月 12日 ～ 5月 16日

5月 28日 4月

一番町児童館
令和
６年

12月 12日
令和
６年

10月

6月 23日 5月 12日 ～ 5月 16日

6月 23日 5月 1日 ～ 5月 9日

12月 12日 10月

12月 5日 10月

11月 19日 10月

11月 20日 10月

12月 12日 10月

12月 5日 10月

福祉政策担当課長

7月 15日 6月 9日 ～ 6月 13日

5月 19日 4月 9日 ～ 4月 15日

7月 15日 6月 9日 ～ 6月 13日

7月 15日 6月 9日 ～ 6月 13日

7月 15日 6月 9日 ～ 6月 13日

7月 3日 5月

7月 3日 5月

7月 3日 5月

保健サービス課 7月 3日 5月

コミュニティ政策担当課長

産業企画担当課長

5月 22日 4月 9日 ～ 4月 14日

7月 10日 6月 2日 ～ 6月 6日

5月 13日 4月 2日 ～ 4月 8日

5月 13日 4月 2日 ～ 4月 7日

5月 22日 4月

5月 22日 4月和泉橋出張所 21日

4月

地域振興部

コミュニティ総務課

令和
７年

令和
７年

商工観光課
5月 28日 4月 9日 ～ 15日

総合窓口課

税務課

安全生活課

統計課

神保町出張所

～ 4月 25日6月 12日 4月 21日

21日

地域保健課 23日

生活衛生課 26日

健康推進課 23日

23日

保険年金課

保健福祉部

福祉総務課

令和
７年

7月 8日

令和
７年

5月 26日 ～ 5月 30日

生活支援課

障害者福祉課

高齢介護課

在宅支援課

学務課

指導課
6月 26日

教育研究所
5月 12日 ～ 5月 19日

21日

子育て推進課

児童・家庭支援センター 17日

子ども施設課

令和
７年

令和
７年

23日

令和
７年

令和
７年

子ども支援課

監査対象部課等 委員監査実施日 予備調査実施日

教育委員会　子ども部

子ども総務課

令和
７年

5月 28日 令和
７年

4月 22日 ～ 4月 28日

九段中等教育学校

16日

16日

いずみこども園

ふじみこども園

番町小学校・幼稚園

お茶の水小学校・幼稚園

昌平小学校・幼稚園

令和
６年

令和
６年

31日

25日

25日

18日
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6月 12日 4月 22日～ 4月 28日

6月 17日 5月 1日～ 5月 9日

ゼロカーボン推進担当課長

5月 19日 4月 9日～ 4月 15日

5月 28日 4月

6月 17日 5月 1日～ 5月 9日

法務担当課長

7月 8日 5月 26日～ 5月 30日

7月 17日 6月 16日～ 6月 20日

デジタル推進担当課長

情報システム課 6月 23日 5月 19日～ 5月 23日

7月 10日 6月 2日～ 6月 6日

7月 8日 5月 26日～ 5月 30日

5月 13日 4月 3日～ 4月 9日

6月 17日 5月 1日～ 5月 9日

7月 17日 6月 9日～ 6月 13日

5月 13日 4月 2日～ 4月 7日

4月 23日 4月 2日～ 4月 7日

7月 8日 5月 26日～ 5月 30日

（工事監査）

環境まちづくり部 道路公園課

政策経営部　契約課

監査対象部課等 委員監査実施日 予備調査実施日

令和7年3月27日
　　令和６年11月27日　～
　　令和７年２月28日

令和
７年

令和
７年

令和
７年

令和
７年

災害対策・危機管理課

会計室

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

区議会事務局

6月 6日
財産管理担当課長

人事課

契約課

広報広聴課

5月

6月

16日

企画課

財政課

デジタル政策課
6月 23日 5月 12日

6日
総務課

7月 10日 6月 2日～

7月 10日 6月 2日～
施設経営課

～

4月 8日
エリアマネジメント推進担当課長

住宅課

景観・都市計画課
5月 19日 4月

10日～ 4月 16日麹町地域まちづくり担当課長

神田地域まちづくり担当課長

地域まちづくり課

5月 19日 4月

政策経営部

道路公園課
6月 17日 5月 2日

2日～

21日～ 4月 28日

環境まちづくり部

環境まちづくり総務課

令和
７年

令和
７年

環境政策課
5月 13日 4月 2日

～ 5月 9日
基盤整備計画担当課長

建築指導課

千代田清掃事務所 18日

～ 4月 8日

監査対象部課等 委員監査実施日 予備調査実施日

国際平和・男女平等人権課

令和
７年

令和
７年

文化振興課
6月 12日

4月 21日～ 4月 25日
施設整備担当課長

文化財担当課長

生涯学習・スポ－ツ課
6月 12日

4月


